
772 臨外　第 69 巻　第 6号・2014 年 6 月

臨床外科（第 69 巻　第 6号）
発　　行　株式会社　医学書院
　　　　　代 表 者　金原　優
〒113─8719 東京都文京区本郷 1─28─23
☎　社内案内　（03）3817─5600
　　販売部直通（03）3817─5659
　　振替口座　00170─9─96693 番
☎　本誌編集室直通（03）3817─5708
　　ファクシミリ　（03）3815─7802
　　E─mail：ringe@igaku-shoin.co.jp
担　当　鶴淵・川村・水野・安部

2014 年 6 月 20 日発行（毎月 1回 20 日発行）

（1部）定価：本体 2,600円＋税

印刷所　三美印刷㈱　電話（03）3803─3131
広告申込所　日本医学広告社　電話（03）5226─2791

・Published by IGAKU─SHOIN Ltd. 1─28─23 Hongo, Bunkyo─ku, Tokyo © 2014, Printed in Japan
・本誌に掲載された著作物の複写・複製・転載・翻訳・データベースへの取り込みおよび送信（送信可能化を含む）に関する
許諾権は医学書院が保有しています．
・本誌を無断で複製する行為（複写，スキャン，デジタルデータ化など）は，「私的使用のための複製」など著作権法上の
限られた例外を除き禁じられています．大学，病院，診療所，企業などにおいて，業務上使用する目的（診療，研究活動
を含む）で上記の行為を行うことは，その使用範囲が内部的であっても，私的使用には該当せず，違法です．また私的使
用に該当する場合であっても，代行業者等の第三者に依頼して上記の行為を行うことは違法となります．
・ 〈㈳出版者著作権管理機構 委託出版物〉
　本誌の無断複写は著作権法上での例外を除き禁じられています．複写される場合は，そのつど事前に，㈳出版者著作権管
理機構（電話 03─3513─6969，FAX 03─3513─6979，info@jcopy.or.jp）の許諾を得てください．

・医学書院ホームページ（インターネット）は http：//www.igaku-shoin.co.jp です．
＊「臨床外科」は株式会社医学書院の登録商標です．

2014 年年間購読料（増刊号を含む 13 冊，税込，送料弊社負担）
冊子版／個人特別割引　 39,580円　冊子版／通常　 41,700円
冊子＋電子版／個人特別割引 44,580円　冊子＋電子版／共有 53,000円
電子版／個人特別割引 39,580円　電子版／共有　 48,000円

⎧
｜
｜
｜
｜
｜
⎩

⎫
｜
｜
｜
｜
｜
⎭

　読者の皆様，今年は日本外科学会学術集会に参加されましたでしょうか？　日本外科学会は現在，
NCD運営の財源確保やその膨大なデータの有効利用，そして変わりゆく専門医制度への対応という
大きな課題を背負っております．新しい専門医制度の枠の中で，将来的には各診療科の適正な医師数
を設定しなければならないかもしれません．医師たち自身の手で現状を正しく把握し，将来を見据え
て適切な医師数を決め，特定の診療科や地域への医師の偏在をなくすようにすること，すなわち
professional autonomy を働かせて現在の医療のもつ問題点を解決することが求められております．
そして，実際に手術の件数を反映させてその施設，または施設群で受け入れ可能な修練医の数を決め
るべきという見解も出ております．しかし現実には，市中病院における消化器外科医は，人数が多い
こと，様々な技能をもつことが評価され（と言えば聞こえがよいですが，都合よく利用され，と言い
換えることもできます），専門とすべき消化器外科の手術以外にも，その病院で必要とされる様々な
業務に携わり，病院を支えています．突然新しい考え方のもとで人数制限を行ったとして，これに
伴って腫瘍内科をはじめとする，本来は必要だが今までは育成されていなかった人材の供給が間に合
わなくなるようでは，新たな問題が生じてしまいます．
　消化器外科の教授は補助化学療法に興味がなく患者さんの愁訴によりいとも淡泊に中止してしまう
くせに，化学療法を握って手放さないのでけしからんという腫瘍内科の教授の声を聞きました．一
方，たまたま補助化学療法も腫瘍内科で行うようになった関連病院の外科医師から，正直，楽ですよ
という声も聞きました．大好きな手術だけ行っていればよいという夢のような世界に向けて世の中が
着実に動いているとすれば，それを止める理由はありません．しかし，腹膜転移を起こした悲惨な腹
腔内の状況を見ることができるのは外科系の医師のみであり，そうした赤裸々な所見を feed back し
ないところで癌の基礎研究など成立しないでしょう．外科系の医師は癌をもっとも深く理解し，その
研究，そして治療計画立案に欠かせない歯車であるべきであり，腫瘍内科医に言われるがままに必要
な技術を発揮するだけの存在になってしまうとすれば，大変残念です．そういう思いを込めた特集テー
マで本号を編纂しました．癌の集学的治療の現在の到達点について，学んでいただければ幸甚です．
 （小寺泰弘）
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